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2015B期 採択「新分野創成利用」における 
研究グループの事後評価について 

 
公益財団法人高輝度光科学研究センター 

利用推進部 
 
 
 「新分野創成利用」は、SPring-8の利用研究成果創
出を質的・量的に飛躍させるために、既存の研究分野
の枠を超えた複合・融合領域等における未踏分野の開
拓・創成およびそれに伴う利用の裾野を拡大すること
を目的として、2015B期より運用しています。採択さ
れた研究グループは、代表責任者の裁量により有効期
間（2年間）内に各分担責任者が複数ビームラインで
「新分野創成利用課題」を実施することも可能となり、
またビームタイムも認められた範囲内で期ごとに任
意に配分（但し審査あり）することができます。 
 「新分野創成利用」における研究グループの事後評
価は、新分野創成利用審査委員会において、あらかじ
め提出された新分野創成利用における研究グループ
終了報告書に基づいた代表責任者による発表と質疑
応答により行われます。事後評価の着目点は、研究グ
ループとしての、1）目標達成度、2）研究成果（①科
学技術的価値、新しい研究領域・手法の開拓、産業基
盤技術の向上、②科学技術的波及効果、③情報発信）、
3）「新分野創成利用」の趣旨との合致性（①新分野が
創生され今後もその分野の発展が期待できるか、②実
施にあたってマネージメントは妥当であったか）です。
今回は、2015B期に採択された研究グループ（有効期
間：2015B～2017A期）について、事後評価（2018
年6月21日開催）を行いました。 
 以下に新分野創成利用審査委員会がとりまとめた
評価結果等を示します。研究内容については本誌の
「最近の研究から」に「新分野創成利用」研究グルー
プによる紹介記事を掲載しています。 
 

プロジェクト名 ナノスケール実スピンデバイス開発
に向けた新しい放射光利用 

代表責任者（所属） 大野 英男（東北大学） 

分担責任者（所属） 壬生 攻（名古屋工業大学） 
千葉 大地（東京大学） 

課題番号 2015B0901ほか 

ビームライン 
BL08W、BL09XU、BL13XU、
BL17SU、BL25SU、BL39XU、
BL47XU 

利用期間／配分総シフト 

2015B～2017A／339シフト
（BL08W：60シフト、BL09XU：
36シフト、BL13XU：60シフト、
BL17SU：18シフト、BL25SU：72
シフト、BL39XU：75シフト、
BL47XU：18シフト） 

 
［評価結果］ 
1）目標達成度 
スピントロニクスを利用した実デバイスの開発の
進展のために、異なる研究グループによる多様な
放射光利用成果の情報交換を通じて、スピントロ
ニクスの諸現象を包括的に解析するという当初の
目標は一応達成された。 

2）研究成果 
①科学技術的価値、新しい研究領域・手法の開拓、
産業基盤技術の向上 
計測手法には新規性はないが、放射光利用の諸
手法を体系化した点が評価出来る。 
産業基盤技術としては、実デバイスを意識した
「構造と機能の可視化」の取り組みが挙げられ
るが、今後の課題であろう。 
②科学技術的波及効果 
核共鳴散乱、コンプトン散乱などを用いて反強
磁性体の磁気異方性の評価が行われたことは特
筆すべき成果で、今後スキルミオンなどトポロ
ジカル磁気現象への適用も期待される。また、
スピン軌道トルク（SOT）の研究成果も注目さ
れる。また、電界印加によるスピン磁化反転の
微視的解明の成果は、今後マルチフェロイック
材料への波及が期待される。 
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③情報発信 
グループ内部の情報共有は適切に行われたが、
論文以外の方法での外部への情報発信は、もう
少し積極的にやっても良いのではないか。 

3）「新分野創成利用」の趣旨との合致性 
①新分野が創生され、今後の発展が期待できるか 
異なるグループ間による様々な放射光利用を体
系的、包括的に行ったところは、「新しい利用」
として評価されるが、異なる測定を組みあわせ
たことによるシナジー効果は、現段階では明確
には見られておらず、本プロジェクトの継続提
案である小野グループに期待したい。 
②実施に当たってのマネージメント 
新規課題に向け、途中段階でチームを拡大再編
成するなど積極的なマネージメントが行われた
と判断する。また、研究会開催などによるチー
ム間の情報共有を図る取り組みが行われた点も
評価されるが、異なる計測手段の組み合わせに
よるシナジー効果をめざす積極的なアプローチ
は、今後の課題であろう。 

総合評価 
 本プロジェクトを通じて、広範なスピントロニクス
の分野の研究者を巻き込み、様々な放射光計測を積極
的に適用し包括的かつ体系的に現象の解明を行うと
ともに、放射光計測を通じて電圧誘起磁化反転、スピ
ン軌道トルク、反強磁性体磁気異方性制御などについ
て多くの新しい知見を蓄積した点、高く評価する。異
なる測定手段の組み合わせによるシナジー効果およ
び実デバイスへの適用は道半ばであり、継続提案であ
る小野グループへ、適切な引き継ぎが行われることを
強く期待する。 
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